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このドキュメントでは、WebLogic Serverアプリケーションに対してプログラム的なデプロイメント操作の実施、WebLogicデプロイメントAPIについて説明します。
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このドキュメントでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
固定幅フォント | 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
次の項では、このガイド『Oracle WebLogic Serverデプロイメントのプログラミング』の内容と構成について説明します。
このドキュメントは以下の読者を対象にしています。
http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照)この標準で提供されるインタフェースを拡張するものです。 このドキュメントでは、以下の内容に重点を置いています。
このマニュアルは、Java EEの概念、http://www.jcp.org/en/jsr/detail?id=088
のJava EEデプロイメントAPI標準(JSR-88)、Javaプログラミング言語、Enterprise JavaBeans (EJB)、およびWeb技術に精通している読者を対象としています。
http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照)の拡張、ユーティリティ、ヘルパー・クラス、およびWebLogic Serverデプロイメントの新しい概念についても記載しています。 アプリケーションおよびモジュールのWebLogic Serverへのデプロイの詳細は、次のドキュメントを参照してください。
wldeploy
Antタスクを使用して開発中にアプリケーションをデプロイする方法を説明し、エンタープライズ・アプリケーションのWebLogic Serverデプロイメント記述子に関する情報を提供します。 このリリースで導入された新しいWebLogic Server機能の包括的なリストは、「Oracle WebLogic Serverの新機能」を参照してください。
この章では、Java EEデプロイメントAPI基準を実装および拡張するWebLogicデプロイメントAPIの構造および機能について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
Java EEデプロイメントAPI標準(JSR-88)の詳細は、http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照してください。
注意: WebLogic Server 9.0では、旧リリースで使われていたweblogic.management.deploy APIの使用は非推奨になっています。 |
次の項では、WebLogic ServerデプロイメントAPIの概要を説明します。
Java EEデプロイメントAPI標準(JSR-88、http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照)では、構成セッションとデプロイメントは違うものとされています。この2つは次のように区別されています。
お使いの環境でデプロイメント・プロセスを効率的に管理するには、WebLogicデプロイメントAPIを使用して、以下を実行する必要があります。
このドキュメントでは、構成という用語は、WebLogic Serverインスタンスへのデプロイメントのためにアプリケーションまたはデプロイ可能なリソースを準備するプロセスのことを指します。アプリケーションの構成は、次のフェーズで構成されています。
アプリケーションのデプロイメントは、サーバー側処理とアプリケーションの起動のために管理サーバーにアプリケーションとプランを配布するプロセスです。第4章 「デプロイメント操作の実行」を参照してください。
WebLogic Serverでは、パッケージ化されたデプロイメント・ツールwebLogic.Deployer
が提供されています。このツールを使用すると、WebLogic Serverでデプロイメント・サービスを利用できます。WebLogicデプロイメントAPIを使用して実装できるデプロイメント操作は、weblogic.Deployer
によって部分的に、または完全に実装されています。
注意: weblogic.Deployer は、WebLogic Server環境にお薦めするデプロイメント・ツールです。weblogic.Deployer およびWebLogic Server管理コンソールの使用方法は、「Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ」を参照してください。 |
WebLogicデプロイメントAPIは以下の場合に必要になります。
weblogic.deploy.api.spi
を使用するときjavax.enterprise.deploy.spi.DeploymentManager
(http://java.sun.com/javaee/5/docs/api/javax/enterprise/deploy/spi/DeploymentManager.html
を参照)を拡張するWebLogicDeploymentManager
を取得するために、WebLogicデプロイメントAPIデプロイメント・ファクトリが使用されます。http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
で、アプリケーション評価およびJava EEデプロイメントAPI標準を参照してください。 weblogic.Deployer
を使用するかわりに、独自のデプロイメント・インタフェースを作成する必要がある場合。この場合、WebLogicデプロイメントAPIのクラスおよびインタフェースを使用して、WebLogicデプロイメントAPIのデプロイメントのフェーズの一部またはすべてを実装します。 WebLogicデプロイメントAPIのクラスおよびインタフェースは、javax.enterprise.deploy
サブパッケージに記述されているJava EEデプロイメントAPI標準(JSR-88)インタフェースを拡張および実装します。(http://download.oracle.com/javaee/5/api/overview-summary.html
を参照してください)。WebLogicデプロイメントAPIには、以下のパッケージが提供されています。
WebLogicでは、http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
のJava EEデプロイメントAPI標準(JSR-88)に記述されている「製品プロバイダ」のロールをサポートし、任意のJava EEネットワーク・クライアント用の拡張可能なコンポーネントに加えて、WebLogic Server環境固有のユーティリティも用意されています。そうした拡張機能には、以下のようなものがあります。
admin
モードでの起動や、バージョニング機能付きの再デプロイなどがあります。 distribute
とstart
を組み合わせたDeploy
という動詞などがあります。 注意: WebLogicデプロイメントAPIでは、アプリケーションの更新に失敗した際の自動フォールバック手続きはサポートされていません。この動作のポリシーと手続きは、各デプロイメント環境の開発者または管理者が定義し、構成する必要があります。 |
OracleはJava EE製品プロバイダとして、javax
Service Provider Interface (SPI)パッケージを拡張して、WebLogic Server固有の構成とデプロイメント制御を提供しています。このパッケージのコア・インタフェースはDeploymentManager
であり、ここから他のすべてのデプロイメント・アクティビティを開始、モニターおよび制御します。
WebLogicDeploymentManager
インタフェースは、javax.enterprise.deploy.spi.DeploymentManager
インタフェースに対してWebLogic Server拡張を提供します。WebLogicDeploymentManager
のオブジェクトではWeblogic Serverデプロイメント・フレームワークがステートレスでインタフェースされます。これにより、基本的なデプロイメント機能に加えて、本番再デプロイメント、エンタープライズ・アプリケーション内のモジュールの部分的なデプロイメントなどの幅広いWebLogic Serverデプロイメント機能が実現します。WebLogicDeploymentManager
オブジェクトは、通常ToolsパッケージのSessionHelper
ヘルパー・クラスからSessionHelper.getDeploymentManager
メソッドを使用して取得します。「アプリケーション評価」を参照してください。
次の項では、WebLogic Server SPIの機能の概要について説明します。
weblogic.deploy.api.spi
パッケージには、ターゲットにアプリケーションを構成およびデプロイするために必要なインタフェースが用意されています(有効なターゲット・タイプは、「WebLogicターゲット・タイプの問合せサポート」を参照してください)。このパッケージを使用すると、エンタープライズ・アプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールのWebLogic Server固有のデプロイメント構成を実装できるデプロイメント・ツールを作成できます。
weblogic.deploy.api.spi
には、WebLogicDeploymentManager
インタフェースが含まれています。このデプロイメント・マネージャを使用して、WebLogic Serverでのすべてのデプロイメント関係の操作(アプリケーションの配布、起動、停止など)を実行します。WebLogicDeploymentManager
では、Java EE DeploymentManager
インタフェースの重要な拡張で、エンタプライズ・アプリケーション・モジュールのモジュール・レベルのターゲット指定、本番再デプロイメント、アプリケーションのバージョニング、アプリケーションのステージング・モード、デプロイされたアプリケーションへの管理アクセスの制約などの機能が提供されます。
weblogic.deploy.api.spi
パッケージのWebLogicDeploymentConfiguration
クラスおよびWebLogicDConfigBean
クラスで、アプリケーションのデプロイメントおよび構成の記述子(WebLogic Serverデプロイメント記述子)が表されます。
WebLogicDeploymentConfiguration
オブジェクトはデプロイメント・プランのラッパー。 WebLogicDConfigBean
には、Weblogicデプロイメント記述子のプロパティがカプセル化されます。 このパッケージに含まれるインタフェースはWebLogicDeploymentFactory
のみです。これは、javax.enterprise.deploy.spi.factories.DeploymentFactory
のWebLogic拡張です。このファクトリ・インタフェースを使用すると、様々な特性を持つDeploymentManager
オブジェクトを選択して割り当てられます。WebLogicDeploymentManager
の特性は、このWebLogicDeploymentFactory
のpublicフィールドで定義されます。
モジュールのターゲット指定とは、アプリケーション内の特定のモジュールを別のターゲットにデプロイすることです(JSR-88の仕様にある、すべてのモジュールを同じターゲットのセットにデプロイする処理とは異なります)。モジュールのターゲット指定は、WebLogicDeploymentManager.createTargetModuleID
メソッドによってサポートされています。
WebLogicTargetModuleID
クラスには、javax.enterprise.deploy.spi.TargetModuleID
インタフェースのWebLogic Server拡張が含まれています。このクラスは、構成されたTargetInfoMBeans
(AppDeploymentMBean
およびSubDeploymentMBean
)と密接に関連しています。WebLogicTargetModuleID
クラスには、アプリケーション・モジュールについて、またアプリケーション・モジュールとそのターゲットとの関係について、TargetInfoMBeans
にあるよりも詳細に記述されます。「モジュールのタイプ」を参照してください。
WebLogic Serverでは、WebLogicTarget
クラスにWebLogic Serverで使用できるターゲット・タイプを管理するための直接インタフェースが提供されています。表2-1で、対象アクセサ・メソッドについて説明します。
アプリケーションのステージング・モードは、デプロイメントの動作に影響します。アプリケーションのステージング動作は、DeploymentOptions.setStageMode (stage mode)
を使用して設定されます。stage mode
の値は以下のいずれかになります。
STAGE
: ターゲット・サーバーにファイルが強制的にコピーされます。 NO_STAGE
: ターゲット・サーバーにファイルがコピーされません。 EXTERNAL_STAGE
: ファイルを手動でステージングします。 DConfigBean
のプロパティ・セッターでは、無効な値の設定が拒否されます。これには、プロパティの型の検証(整数型プロパティに対する非数値の指定の検証など)が含まれます。一部のプロパティでは、セマンティックな検証(関連する最小値よりも最大値が小さく指定されていないことの確認など)が行われます。
このパッケージの一連のクラスはjavax.enterprise.deploy.model
インタフェースのWebLogic Server拡張および実装です(http://download.oracle.com/javaee/6/api/javax/enterprise/deploy/model/package-summary.html
を参照してください)。modelインタフェースでは、Java EEアプリケーションの標準的な要素(デプロイメント記述子など)を表現します。
このパッケージには、デプロイ可能なオブジェクトのJava EE構成を表すために使用されるインタフェース群が含まれています。デプロイ可能なオブジェクトとは、エンタープライズ・アプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールのデプロイメント・コンテナです。
javax.enterprise.deploy.model
インタフェースのWebLogic Server実装を使用すると、WebLogic Serverアプリケーション・インストール・ディレクトリに格納されているアプリケーションで作業できます。WebLogic Serverアプリケーション・インストール・ディレクトリとは、構成プロセスで生成される、アプリケーションのデプロイメント・ファイル、デプロイメントおよび外部WebLogicデプロイメント記述子の管理に使用する正式なディレクトリ構造です。アプリケーション・インストール・ディレクトリの配置の詳細は、「アプリケーションおよびモジュールのデプロイメント準備」を参照してください。任意のJava EEアプリケーションと、(拡張として)アプリケーション・インストール・ディレクトリにあるサポート・アプリケーションがサポートされています。
注意: weblogic.deploy.api.model では、Java EEデプロイメント記述子要素に対する構成中の動的な変更がサポートされません。したがって、XPathリスナーの登録および削除はサポートされません。DDBean.addXPathListener およびremoveXPathListener はサポートされていません。 |
weblogic.deploy.api.model
パッケージのWebLogicDeployableObject
クラスとWebLogicDDBean
インタフェースで、アプリケーションの標準的なデプロイメント記述子が表現されます。
Java EEデプロイメントAPIでは、Java EEデプロイメント記述子にはDeployableObject
を介してアクセスするように規定されています(http://download.oracle.com/javaee/6/api/javax/enterprise/deploy/model/DeployableObject.html
を参照してください)。DeployableObject
はアプリケーション内のモジュールを表します。記述子の要素はDDBeans
で表されます。デプロイメント記述子の各要素に1つのDDBeanが対応します。記述子のルート要素はDDBeanRoot
オブジェクトで表されます。これらのインタフェースはすべて、対応するこのパッケージのインタフェースおよびクラス内に実装されます。
DeployableObject
のWebLogic Server実装であるWebLogicDeployableObject
クラスには、createDeployableObject
メソッドがあり、これらのメソッドでアプリケーションのデプロイメント記述子のWebLogicDeployableObject
およびWebLogicDDBean
を作成します。基本的な構成タスクを実行するには、WebLogicDDBean
をWebLogicDConfigBean
に関連付けます。WebLogicDConfigBeanはWebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイに必要なサーバー構成のプロパティを表しています。「アプリケーション評価」を参照してください。
サーバー環境(この場合はWebLogic Serverインスタンス)の具体的な構成情報を格納するDConfigBean
と異なり、DDBean
オブジェクトにはアプリケーションの一般的なデプロイメント記述子要素が格納されます。たとえば、Webアプリケーションをデプロイする場合、WebLogicDDBeans
のデプロイメント記述子は、.war
アーカイブのWEB-INF/web.xml
ファイルから取得されます。WebLogicDConfigBeans
の情報は、WebLogicDDBeans
に基づいて.war
アーカイブのWEB-INF/weblogic.xml
から取得されます。これらのBeanは構成情報を保持するという基本的な目的については同じですが、論理的には異なるものです。DDBean
ではアプリケーションについて記述され、DConfigBeans
では特定の環境に対してアプリケーションが構成されます。
これらのオブジェクトは両方とも構成セッションを開始するときに生成されます。WebLogicDeployableObject
、WebLogicDDBeans
、およびWebLogicDConfigBeans
はすべて構成セッションの中でインスタンス化され、操作されます。「構成プロセスの概要」を参照してください。
次の項では、WebLogic Server固有のデプロイメント・コマンド、モジュールのタイプ、および(クラスとしての)ターゲット・タイプを表現する一連のクラスについて説明します。
weblogic.deploy.api.shared
パッケージには、WebLogic Server固有のデプロイメント・コマンド、モジュールのタイプ、および(クラスとしての)ターゲット・タイプを表す一連のクラスが用意されています。これらのクラスのオブジェクトはweblogic.deploy.api.modelパッケージおよびweblogic.deploy.api.spiパッケージで共有できます。
標準のjavax.enterprise.deploy.shared
クラスにあるModuleType
およびCommandType
の定義は、以下をサポートするように拡張されています。
Java EE Deployment API標準では必須でないWebLogicTargetType
クラス(JSR-88、http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照)では、WebLogic Serverでサポートされる多様なデプロイメント対象の種類が列挙されます。このクラスでjavax
のデプロイメント・クラスが拡張されません。「すべてのタイプのWebLogic Serverターゲットのサポート」を参照してください。
javax.enterprise.spi.shared
パッケージに定義されている必須のコマンド・タイプに、deploy
とupdate
のコマンド・タイプが追加され、WebLogicDeploymentManager
から利用できます。
サポートされているモジュールのタイプには、JMS、JDBC、インターセプション、WSEE、構成、およびWLDFがあります。これらはweblogic.deploy.api.shared.WebLogicModuleType
クラスにフィールドとして定義されています。
Java EEデプロイメントAPI仕様では実装されていないターゲットはWebLogicデプロイメントAPIで実装されます。有効なターゲットの値は以下のとおりです。
これらは、weblogic.deploy.api.shared.WebLogicTargetType
クラスの列挙フィールドの値です。
次の項では、最小限の制御および明示的なオブジェクト操作で一般的なデプロイメント・ツールのタスクを実行できるAPIツールについて説明します。
weblogic.deploy.api.tools
には、コンビニエンス・クラスが用意されています。
WebLogicDeploymentManager
の取得 ツール・パッケージのクラス群は、Java EEデプロイメントAPI標準(JSR-88、http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
を参照)インタフェースの拡張ではありません。これらのクラス群を使用すると、WebLogicデプロイメントAPIで提供されるデプロイメント操作に簡単にアクセスできます。
構成セッションはWebLogicDeploymentManager
から直接制御することもできますが、制御を簡単に実行できるメソッドがSessionHelper
に用意されています。使用しているツールで直接WebLogic Server Java EEデプロイメントAPI実装に対してコーディングする場合、必ずSessionHelper
を使用する必要があります。
SessionHelper
を使用すると、1回のメソッド呼出しでWebLogicDeploymentManager
を取得できます。この作業を効率的に行うには、アプリケーションを検索できる必要があります。SessionHelper
では「インストール・ルート」抽象を使用してアプリケーションとデプロイメント・プランのアーティファクトを表示します。これは理想的には実際のアプリケーションの構成です。インストール・ルートは次のように表示されます。
アプリケーションは上記の構成でなくても構いません。ただし、アプリケーションと構成アーティファクトは共通のルートに保持するのが推奨されるアプローチです。そうすることでSessionHelper
で解釈できる形式になります。
SessionHelper.getModuleInfo()
では、アプリケーション構造の理解に役立つオブジェクトが返されます。この場合、DDBeans
およびDeployableObjects
を直接扱う必要がありません。次のような情報が提供されます:
デプロイメント記述子は、内部的には記述子Beanのツリー(個々の記述子要素を表す型付きのJava Beanオブジェクトのツリー)として表現されます。こうしたBeanツリーを使用すると、より一般的なDDBean
およびDConfigBean
オブジェクトを扱うよりも簡単に処理できます。各モジュールの記述子Beanツリーには、関連する各モジュールのWebLogicDDBeanRoot
オブジェクトおよびWebLogicDConfigBeanRoot
オブジェクトから、それらのオブジェクトにあるgetDescriptorBean
メソッドを使用して直接アクセスできます。WebLogicDConfigBean
から取得したBeanツリーを変更すると、関連付けられたDConfigBean
(したがってアプリケーションのデプロイメント・プラン)を変更するのと同じ結果が得られます。
weblogic.PlanGenerator
を使用すると、アプリケーション内にあるJava EEおよびWebLogic Server記述子に基づいてデプロイメント・プランのテンプレートを作成できます。結果として作成されるプランによりアプリケーションの構造が記述され、すべてのデプロイメント記述子が特定されて、アプリケーションの構成可能なプロパティのサブセットがエクスポートされます。プロパティがエクスポートされると、そのプロパティはWebLogic Serverコンソールのようなツールに対して公開されます。そうしたツールではプランを使用して、管理者がプロパティに適切な値を指定できるように支援します。weblogic.PlanGenerator
ツールからは、デフォルトではアプリケーションの依存関係、つまり正常なデプロイメントに必要なプロパティのみがエクスポートされます。この動作は以下のオプションの1つを用いてオーバーライドできます。
Dependencies
: アプリケーションで参照するリソースをエクスポートします(デフォルト) Declarations
: アプリケーションで定義されているリソースをエクスポートします Configurables
: 非リソース指向の構成可能なプロパティをエクスポートします Dynamics
: 実行中のアプリケーションで変更される可能性があるプロパティをエクスポートします All
: すべての変更可能なプロパティをエクスポートします None
: プロパティをエクスポートしません この章では、デプロイメント記述子を使用してWebLogic Serverインスタンスへのデプロイメント用のアプリケーションまたはデプロイ可能なリソースを構成する方法について説明します。これらの記述子の一部の要素は外部オブジェクトを参照し、サーバー・ベンダーに応じて特別な処理が必要なものもあります。WebLogic Serverでは、記述子を拡張したWebLogic Server固有のデプロイメント記述子を使用します。標準の記述子とWebLogic Server記述子とのマッピングはDDBeans
およびDConfigBeans
を介して管理されます。
この章の内容は以下のとおりです。
この項では、デプロイするアプリケーションの構成を行うために、デプロイメント・ツールで行う必要がある基本的な手順について説明します。
WebLogicDeploymentManager
を取得することでデプロイメント・セッションを初期化します。「アプリケーション評価」を参照してください。 WebLogicJ2eeApplicationObject
またはWebLogicDeployableObject
を作成して、エンタープライズ・アプリケーション(Enterprise Application: EAR)またはスタンドアロン・モジュール(WAR、EAR、RARまたはCAR)のJava EE構成を表します。オブジェクトはEARの場合、子オブジェクトが生成されます。http://java.sun.com/j2ee/tools/deployment/index.jsp
のJava EEデプロイメントAPI標準(JSR-88)およびデプロイ可能なオブジェクトの作成を参照してください。 WebLogicDeploymentConfiguration
オブジェクトを作成して、アプリケーションのWebLogic Server構成を表現します。これは、このオブジェクトのデプロイメント・プランを作成するための最初のステップです。「デプロイメント構成」を参照してください。 デプロイメント・ツールには、ユーザー入力および選択するWebLogic Serverターゲットに基づいて、個々のWebLogic Server構成の値を変更する機能が必要です。「デプロイメント構成のカスタマイズ」を参照してください。
デプロイメント・ツールには、変更したWebLogic Server構成情報を、新しいデプロイメント・プランまたは既存のデプロイメント・プランの変数定義に保存する機能が必要です。
次の項では、構成情報の種類、表現方法、およびJava EE記述子とWebLogic Server記述子の関係に関する基本情報について説明します。
アプリケーションのJava EE構成では、アプリケーションの基本的なセマンティクスと実行時の動作、またアプリケーションの機能に必要な外部リソースを定義します。この構成情報は、アプリケーションに関連付けられた標準Java EEデプロイメント記述子ファイルに格納されます。表3-1は、この記述子ファイルの一覧です。
表3-1 標準Java EEデプロイメント記述子
アプリケーションまたはスタンドアロン・モジュール | Java EE記述子 |
---|---|
エンタープライズ・アプリケーション |
|
Webアプリケーション |
|
Enterprise JavaBeans |
|
リソース・アダプタ |
|
クライアント・アプリケーション・アーカイブ |
|
あらゆるアプリケーション構成セッションには、完全で有効なJava EEデプロイメント記述子の入力が必須です。
Java EE構成でアプリケーションの基本的な動作が判断するため、Java EE記述子は通常アプリケーションの開発工程で定義され、アプリケーションが後に別の環境にデプロイされる際にも変更されません。たとえば、テスト用ドメインまたは本番用ドメインにアプリケーションをデプロイする場合、アプリケーションの動作は(したがってそのJava EE構成も)そのアプリケーションを開発ドメインにデプロイしたときと同じ状態のままです。詳細は、「フロントエンド構成の実行」を参照してください。
WebLogic Server記述子では、拡張機能、外部リソースの解決、およびアプリケーション・セマンティクスに関連するチューニングが規定されます。この記述子はアプリケーションに組み込まれていても、組み込まれていなくても構いません。アプリケーションのWebLogic Server構成では、以下のことができます。
WebLogic Server構成の属性および値は、WebLogic Serverデプロイメント記述子ファイルに格納されます。これについて、表3-2に示します。
表3-2 WebLogic Serverデプロイメント記述子
アプリケーションまたはスタンドアロン・モジュール | WebLogic Server記述子 |
---|---|
エンタープライズ・アプリケーション |
|
Webアプリケーション |
|
Enterprise JavaBeans |
|
リソース・アダプタ |
|
クライアントのアーカイブ |
|
様々なWebLogic Serverドメインでアプリケーションに対して色々な種類の外部リソースや多様なレベルのサービスが提供されるため、アプリケーションのWebLogic Server構成は、通常そのアプリケーションが新しい環境にデプロイされる際に変更されます。たとえば、本番ステージング・ドメインにはデプロイメント・ドメインとは異なるデータベース・ベンダーが採用されていたり、より使用に適したメモリーが用意されていたりする場合があります。そのため、アプリケーションをデプロイメントからステージング・ドメインに移動する際には、新しいデータベース接続や利用可能なメモリーを使用できるようにするために、アプリケーションのWebLogic Server記述子の値を更新する必要があります。
デプロイメント構成ツールの主な仕事は、アプリケーションのWebLogic Server構成を、選択したWebLogicターゲットに対して確実に有効なものにすることです。
Java EEデプロイメント記述子と利用可能なすべてのWebLogic Server記述子の両方が、アプリケーションの構成プロセスへの入力として使用されます。デプロイメントAPIを使用して、Java EE構成およびWebLogic Server構成の両方をJavaオブジェクトとして表現します。
アプリケーションのJava EE構成は、EARの場合WebLogicJ2eeApplicationObject
を、スタンドアロン・モジュールの場合WeblogicDeployableObject
を作成することにより取得されます。(WebLogicJ2eeApplicationObject
には、EARにある個々のモジュールを表現する複数のDeployableObject
インスタンスが含まれています)。
各WebLogicJ2eeApplicationObject
またはWeblogicDeployableObject
にはDDBeanRoot
があり、これが対応するJava EEデプロイメント記述子ファイルを表しています。EARおよびモジュールのJava EE記述子のプロパティは、DDBeanRoot
の下にある1つ以上のDDBean
オブジェクトで表されます。DDBean
コンポーネントには、デプロイメント記述子の個々のプロパティ、値、およびネストされた記述子要素のそれぞれにアクセスする標準のゲッター・メソッドが備わっています。
DDBeans
はjavax.enterprise.deploy.model
パッケージに記述されています。このオブジェクトでは標準デプロイメント記述子の要素に対する一般的なインタフェースが提供されますが、標準記述子の基本的な形式に従う任意のXMLファイルへのアクセス用にXPathベースのメカニズムとしても使用できます。そのようなファイルの例には、WebLogic Server記述子やWebサービス記述子があります。
記述子のDDBean
表現はDDBeans
のツリー構造で、専用のDDBean
が使用され、ツリーのルートには、DDBeanRoot
があります。DDBeans
には、それらが表現する記述子要素の要素名、ID属性、ルートおよびテキストに対するアクセサが用意されています。
アプリケーションのDDBean
はモデル・プラグインによって導入されます。モデル・プラグインはjavax.enterprise.deploy.model
のツール・プロバイダ実装です。アプリケーションは、DeployableObject
インタフェースで表現されます。このインタフェースのWebLogic Server実装はpublicクラスweblogic.deploy.api.model.WebLogicDeployableObject
です。WebLogic Serverベースのデプロイメント・ツールで、アプリケーションのWebLogicDeployableObject
オブジェクトのインスタンスをcreateDeployableObject
ファクトリ・メソッドを介して取得します。その結果、アプリケーションのDDBean
ツリーが作成されて、アプリケーションに組み込まれたJava EE記述子の要素により内容が設定されます。アプリケーションがEARの場合、複数のWebLogicDeployableObject
オブジェクトが作成されます。ルートのWebLogicDeployableObject
はWebLogicJ2eeApplicationObject
として拡張され、これがEARモジュールを表します。その子WebLogicDeployableObject
インスタンス群がアプリケーションに含まれるモジュール群(WAR、EJB、RAR、CARなど)を表します。
Java EE記述子とWebLogic Server記述子は外部リソースの構成において直接的に関連しています。Java EE記述子にはアプリケーションが機能するために必要なリソースの種類を定義しますが、実際に使用するリソース名は特定しません。WebLogic Server記述子の方で、そのJava EE記述子内のリソース定義名を対象ドメインの実際のリソース名にバインドします。
外部リソースのバインドは、構成プロセスに必須のプロセスです。リソースを対象ドメインにバインドすることで、確実にアプリケーションでリソースを見つけ、正しくデプロイできるようになります。
Java EE記述子とWebLogic Server記述子は、WebLogic Serverのチューニング・パラメータの構成においても間接的に関連しています。標準Java EE記述子の要素に対してWebLogic Serverでチューニング・パラメータを設定する必要はありませんが、個々の記述子ファイルの存在によって、どのチューニング・パラメータがアプリケーションの構成時に重要なのかが分かります。たとえば、ejb.xml
記述子にWebLogic Server EJBコンテナのチューニングに関連する要素が含まれていなくても、ejb.xml
がJava EE構成にあることで、デプロイメントの前にチューニング・プロパティを構成できることが分かります。
DConfigBean
(構成Bean)は、サーバーの構成要件をデプロイメント・ツールに伝達するために使われるオブジェクトです。また、デプロイメント・プランの作成には主にここからの情報が使用されます。構成BeanはJava Beanであり、このBeanのプロパティは参照できます。また、それらには基本的なプロパティ編集機能もあります。
DConfigBean
は、組み込まれたWebLogic Server記述子とデプロイメント・プランの情報、およびIDEデプロイメント・ツールからの入力によって作成されます。
DConfigBean
は、アプリケーションの依存関係に関連付けられるすべてのWebLogic記述子要素に対して作成できます。記述子はアプリケーションで利用可能なリソースが記述されるエンティティで、サーバーで指定されるJNDI名で表されます。
記述子は、構成セッションの設定時に型付きのBeanツリーとしてメモリーに解析されます。DConfigBean
実装クラスはWebLogic Server記述子Beanに委任します。依存関係にあるプロパティ(リソース参照など)を持つBeanのみがDConfigBean
を持ちます。記述子のルートには常にDConfigBeanRoot
があります。
Beanのプロパティへのアクセサでは、構成が必要な要素については子DConfigBean
が、構成不要の要素については記述子Beanが返されます。プロパティへのアクセサでは記述子Beanからのデータが返されます。
Beanのプロパティを変更すると、プランがオーバーライドされます。既存の記述子に対するプランのオーバーライドは、変数の割当によって処理されます。関連するWebLogic Server記述子がアプリケーションにない場合、記述子が自動的に作成されて外部プラン・ディレクトリに配置されます。外部デプロイメント記述子の場合、記述子が直接変更されます。組み込まれた記述子はディスク上では変更されません。
アプリケーション評価では、アプリケーション用のデプロイメント・マネージャおよびデプロイ可能なオブジェクト・コンテナを取得します。次の手順に従います。
weblogic.deployer.spi.factories.internal.DeploymentFactoryImpl
を指定して取得します。 javax.enterprise.deploy.spi.DeploymentFactoryManager
インスタンスに登録します。 次に例を示します。
次の項では、デプロイメント・マネージャを取得する方法について説明します。
WebLogic Serverにはjavax.enterprise.deploy.spi.DeploymentManager
の実装が1つ用意されていますが、この実装はファクトリから取得したクラスの初期化時に指定するURI
によって動作が異なります。そのためWebLogic Serverには、基本的なデプロイメント・マネージャが2種類あります。
接続されたデプロイメント・マネージャは、管理サーバーのローカルに存在するか、あるいは管理サーバーに接続されたリモート・マシンで動作しているかによってさらに分類されます。ローカルまたはリモートの分類によって、ファイル参照が管理サーバーに対してローカルとして扱われるかリモートとして扱われるかが決まります。
表3-3に、デプロイメント・マネージャのタイプをまとめます。
WebLogicDeploymentFactory
から取得した各DeploymentManager
では、WebLogic Server拡張がサポートされます。デプロイメント・ツールを作成する場合、デプロイメント・ファクトリのインスタンスにある適切なメソッドを呼び出し、必要な種類のデプロイメント・マネージャについて記述されているweblogic.deployer.spi.factories.WebLogicDeploymentFactory
に定義された文字列定数を指定して、特定の種類のデプロイメント・マネージャを取得します。接続されたデプロイメント・マネージャで管理サーバーへの接続を取得するためには、有効なサーバーのURI
と資格証明をメソッドに渡す必要があります。
表3-4に、各種のデプロイメント・マネージャを取得する際に使用するメソッド・シグネチャと定数についてまとめます。
表3-4 WebLogic Serverデプロイメント・マネージャを取得するためのURI
デプロイメント・マネージャの種類 | メソッド | 引数 |
---|---|---|
切断された |
|
|
接続された、ローカル |
| 以下の要素からなる
|
接続された、リモート |
| 以下の要素からなる
|
例 3-1のサンプル・コードに、切断されたデプロイメント・マネージャを取得する方法について示します。
例 3-1 切断されたデプロイメント・マネージャの取得
デプロイメント・ファクトリには、接続されたデプロイメント・マネージャ作成のためのURI引数の形成に役立つcreateUri()
というヘルパー・メソッドがあります。たとえば、切断されたリモート・デプロイメント・マネージャを作成するには、コードの最終行を次のように置き換えます。
SessionHelper
ヘルパー・クラスでは、例 3-1にあるように手動でデプロイメント・ファクトリを作成および登録せずに、簡単にデプロイメント・マネージャを取得できるようにするための便利なメソッドが複数提供されています。切断されたデプロイメント・マネージャを取得するために必要なSessionHelper
のコードは以下の1行のみです。
SessionHelper
を使用して接続されたデプロイメント・マネージャを取得することもできます。以下に例を示します。
このメソッドでは、管理サーバー(adminhost
)へのリモート接続を前提にしています。SessionHelpeの詳細は、「Javadocs」
を参照してください。
以下の節では、デプロイ可能なオブジェクトを作成する方法について説明します。このオブジェクトは、デプロイメント・ツールでアプリケーションをデプロイするのに使用されるコンテナになります。デプロイメント・マネージャの取得によって構成セッションを初期化したら、デプロイメント・ツールで使用するデプロイ可能なオブジェクトを次のいずれかの方法で作成します。
直接的なアプローチでは、modelパッケージのWebLogicDeployableObject
クラスを次のように使用します。
デプロイ可能なオブジェクトが作成されたら、アプリケーションのデプロイメント構成を作成できます。
SessionHelper
ヘルパー・クラスには、デプロイ可能なオブジェクトを取得するための便利なメソッドが用意されています。デプロイ可能なオブジェクトの取得に必要なSessionHelper
コードを以下に示します。
getDeployableObject()
呼出しには何もアプリケーションが指定されていません。SessionHelper
では、setApplicationRoot()
で指定されたルート・ディレクトリのアプリケーションが使用されます。アプリケーションのルート・ディレクトリを指定すれば、SessionHelper
で他の処理(明示的なディスパッチ・ファイルの場所やデプロイメント・プランの場所の指定など)を実行できます。
また、以下のようにsetApplication
メソッドを使用してアプリケーションのファイル名を指定することもできます。
このメソッドを使用すると、ディレクトリ構造に関係なく引続きSessionHelper
を使用できます。getDeployableObject
メソッドは、指定されたアプリケーションを返します。
フロントエンド構成では、WebLogicDeploymentPlan
の作成と、WebLogicDeploymentPlanおよび関連するBeanツリーへの構成情報の指定を行います。
フロントエンド構成フェーズは、次の2つの論理的処理から構成されます。
WebLogicDeploymentConfiguration
オブジェクトを作成して、アプリケーションのWebLogic Server構成を表現します。これは、このオブジェクトのデプロイメント・プランを作成するプロセスの最初のステップです。 デプロイメント・ツールには、以下の機能が必要です。
デプロイメント・プランはアプリケーション環境の構成が格納されるXMLドキュメントで、アプリケーションのフロントエンド構成と呼ばれることもあります。デプロイメント・プランには、以下のような目的があります。
アプリケーション用のサーバー構成はjavax.enterprise.deploy.spi.DeploymentConfiguration
インタフェースにカプセル化されます。DeploymentConfiguration
はデプロイメント・プランのオブジェクト表現を提供します。DeploymentConfiguration
はDeploymentManager.createConfiguration
メソッドを介してDeployableObject
に関連付けられます。DeploymentConfiguration
オブジェクトを作成すると、すべてのWebLogic Server記述子に記述された、構成可能な要素とチューニング可能な要素を表すDConfigBean
のツリーが利用できるようになります。アプリケーションにWebLogic Server記述子がない場合、DConfigBean
ツリーは利用可能なデフォルト値を使用して作成されます。デフォルト値のないバインドのプロパティは指定されないままになります。
デプロイメント・ツールを作成する場合、アプリケーションが配布される前にDConfigBean
ツリーを完全に設定する必要があります。
次のコードは、DConfigBean
の設定方法の例です。
例 3-2 DConfigBeanを設定するためのサンプル・コード
このサンプルでは単にDDBean
ツリーを反復処理して、インスタンス化される各DDBean
のDConfigBean
をリクエストしています。
DeploymentConfiguration
オブジェクトはDeploymentConfiguration.save()
を使用するとデプロイメント・プランとして永続化できます。デプロイメント・ツールを使用すると、デプロイメント・プランをゼロから作成する代わりに、保存されているデプロイメント・プランをDeploymentConfiguration
オブジェクトにインポートすることもできます。DeploymentConfiguration.restore()
を使用するとこの機能を実現できます。これにより、アプリケーションのデプロイメント・プランのリポジトリを保持して、そこに様々な環境に適用できる様々なデプロイメント・プランを格納するという手法がサポートされます。
同様に、以前の構成セッションからリポジトリに保存された部分的なプランをつなぎ合わせてDeploymentConfiguration
を構成することもできます。部分的なプランは、DConfigBean
ツリーのmodule-rootにマップされます。DeploymentConfiguration.saveDConfigBean()
およびDeploymentConfiguration.restoreDConfigBean()
を使用すると、この機能を実現できます。
アプリケーションのWebLogic Server記述子の解析は、DeploymentConfiguration
が作成されるときに自動的に行われます。記述子は最新のスキーマに準拠しているのが理想的です。WebLogic Server 8.1以前のDTDに基づく記述子が含まれる古いアプリケーションの場合、変換が実行されます。古い記述子はサポートされてはいますが、デプロイメント・プランを使用して変更することはできません。そのため、あらゆるDOCTYPE宣言をネーム・スペースの参照に変換する必要があります。また、要素に固有の変換も必ず実施します。
SessionHelper.initializeConfiguration
では、アプリケーション内のすべての標準記述子およびWebLogic Server記述子が処理されます。
initializeConfiguration
を呼び出す前に、SessionHelper.setPlan()
メソッドを使用して既存のデプロイメント・プランをアプリケーションに関連付けるように指定できます。プランが設定されている場合、DeploymentConfiguration.restore()
メソッドでデプロイメント・プランを読み取ることもできます。さらに、プランを設定するとDeploymentConfiguration.initializeConfiguration()
メソッドで自動的に構成情報を復元することも可能です。
SessionHelper
クラスで構成セッションを開始する場合、以下に例示するようにデプロイメント・プランの情報をdeploymentConfiguration
に入力して簡単に開始できます。
上記のコードでは、デプロイメント構成およびそれに関連付けられるWebLogicDDBeanTree
が生成されます。
構成の検証は、ほとんどの場合、アプリケーションの記述子が処理される際に行われる記述子の解析中に発生します。検証では、記述子が有効なXMLドキュメントかどうか、また記述子が各自のスキーマに準拠しているかどうかが確認されます。
デプロイメント構成のカスタマイズ・フェーズでは、ユーザー入力と選択したWebLogic Serverターゲットに基づいて、個々のWebLogic Server構成の値を変更します。
この段階の構成は、記述子またはアプリケーションに関連付けられた既存のプランとほとんど同様です。DConfigBean
はJava Beanとして設計されていて内部を参照できるため、ツールでその内容を意味のある形式で提示できます。DConfigBean
のプロパティは、そのほとんどが構成可能です。また、主要なプロパティ(一意なもの)も公開されます。セッターについては、安全に変更できるプロパティに関するもののみが公開されます。一般的に、アプリケーションの動作が記述されるプロパティは変更できません。すべてのプロパティには記述子スキーマで定義されている型が指定されています。
プロパティのゲッターからは下位要素のDConfigBean
、DConfigBean
の配列、記述子Bean、記述子Beanの配列、単純な値(プリミティブおよびjava.lang
オブジェクト)、または単純な値の配列が返されます。記述子Beanでは、変更可能だがDConfigBean
の機能を必要としない記述子要素が表現されます。たとえば、記述子Beanに直接関連している標準記述子要素はありません。構成の編集は、プロパティのセッターを呼び出すことにより行われます。
Java JSR-88のDConfigBean
クラスを使用すると、ツールからgetDConfigBean(DDBean)
メソッドまたは内部参照を利用してBeanにアクセスできます。アプリケーションのDeployableObject
内のDDBean
に基づいて標準記述子を提示し、各DDBean
の構成(そのDConfigBean
)に直接アクセスするツールでは、前者のアプローチが便利です。このアプローチでは、アプリケーションに指定されている可能性のある必須リソース要件の構成が提供されます。内部参照でのアプローチでは、ツールでアプリケーション全体の構成を提示できますが、必須のリソース要件が強調されるとは限りません。
内部参照は両方のアプローチにおいて記述子のプロパティを提示または変更するために必要になります。異なるのはツールでの情報の提示方法です。
構成情報を変更するシステムには、変更を要求するためのユーザー・インタフェースを含める必要があります。例 3-3を参照してください。
例 3-3 構成情報を変更するためのサンプル・コード
管理者またはユーザーが構成を変更できるあらゆるインタフェースでは、基礎的なユーザー・インタフェースの仕組みを超えてプロパティのセッターが使用されます。例 3-3を参照してください。
TargetはWebLogic Server、クラスタ、Webサーバー、仮想ホスト、およびJMSサーバーに関連付けられています。詳細は、「weblogic.deploy.api.spi.WebLogicTarget」
および「WebLogicターゲット・タイプの問合せサポート」を参照してください。
WebLogic Serverでは、アプリケーションの名前をデプロイメント・ツールで指定します。アプリケーションに格納されているモジュールの名前は、関連付けられているアーカイブ名またはモジュールのルート・ディレクトリ名に基づきます。これらの名前は、アプリケーション用に構築された構成MBeans
に保持されます。
Java EEデプロイメントでは、アプリケーションやその構成要素のモジュールに構成される名前について、TargetModuleID
オブジェクト以外には特に規定されていません。しかし、TargetModuleID
は、WebLogic Serverドメインに配布済みのアプリケーションにのみ存在するものです。そのため、配布する前にデプロイメント・ツールでアプリケーションおよびモジュールの名前を表現する必要があります。この表現は、最終的にアプリケーションが配布されるときにサーバーによって割り当てられる名前と一致している必要があります。
デプロイメント・ツール・プラグインでは、DeployableObject
クラスおよびJ2eeApplicationObject
クラスを通じて、アプリケーションの一覧を構築する必要があります。これらのクラスはそれぞれスタンドアロン・モジュールとEARを表します。各々のクラスがDDBeanRoot
オブジェクトと直接関係しています。名前が構成されていない配布を提示する場合、デプロイメント・ツールで配布の名前を作成する必要があります。配布されるのがFile
オブジェクトである場合、その配布のファイル名を使用します。アーカイブが入力ストリームとして提供された場合、ルート・モジュールにはランダムな名前が使用されます。
デプロイメント準備フェーズでは、構成セッションから生成されたプランを保存します。これは、DeploymentConfiguration.save()
メソッド(標準Java EE Deployment APIのメソッド)によって行われます。この作業にSessionHelper.savePlan()
メソッドを使用できます。この場合デプロイメント・プランの新しいコピーが、プラン・ディレクトリにあるすべての外部ドキュメントと共に保存されます。
DeploymentConfiguration.save
メソッドでは、デプロイメント・プランのスキーマに基づいてXMLファイルが作成されます。このファイルは、現在のDConfigBean
の集合のシリアライゼーション、およびすべての変数割当てと定義で構成されます。DConfigBean
ツリーは常に外部の記述子として保存されます。この記述子は、アプリケーションのアーカイブまたは外部構成領域にまだ存在していない場合にのみ保存されます。すなわち、保存操作では既存の記述子は上書きされません。一方、DeploymentConfiguration.saveDConfigBean
メソッドではファイルが上書きされます。これは、構成に行ったすべての変更が失われるということではありません。変更は変数割当てを使用して処理されます。
前述したように、DeploymentConfiguration.restore
メソッドは前もって保存されたデプロイメント・プランに基づく構成Beanを作成するために使用されます(「フロントエンド構成の実行」を参照)。構成Beanはその全集合を復元することも、一部のみを復元することもできます。また、アプリケーション内の特定モジュールの構成Beanを保存したり復元したりすることも可能です。
構成セッション中には一時ファイルが作成されます。アーカイブは一時領域に展開され、セッション構成の完了後にのみ削除できます。セッションをクローズするために定義された標準のAPIはありません。WebLogicDeployableObject
とWebLogicDeploymentConfiguration
に対してはclose()
を使用します。SessionHelper.close()
を使用するとセッションの完了後にクリーン・アップできます。セッションのクローズ後にクリーン・アップしないと、時間が経過すると一時ディレクトリのディスクがいっぱいになる可能性があります。
この章では、WebLogic Serverのアプリケーション・デプロイメントについて説明します。アプリケーションのデプロイメントでは、サーバー側処理とアプリケーションの起動のために管理サーバーに第3章「デプロイメントのためのアプリケーションの構成」で作成した情報を配布します。デプロイメント・ツールを使用して、この章に記載されているデプロイメント工程を正常に完了する必要があります。
この章の内容は以下のとおりです。
デプロイメント・ツールには、使用するDeploymentFactory
オブジェクトをインスタンス化して登録する役目があります。DeploymentFactory
オブジェクトを管理するメカニズムは独自に実装することができます。WebLogic Server DeploymentFactory
オブジェクトは、wldeploy.jar
ファイルに格納されているマニフェスト・ファイルによって公開されます。このマニフェストには、ファクトリの完全修飾クラス名をホワイトスペース区切りで定義するエントリが記述されています。たとえば、DeploymentFactory
オブジェクトが一定の場所にあり、デプロイメント・ツールのクラス・パスに指定されている場合、デプロイメント・ツールの起動時に認識されたDeploymentFactory
オブジェクトが登録されます。例 4-1を参照してください。
例 4-1 マニフェスト・ファイルに登録されたデプロイメント・ファクトリ
標準のDeploymentFactory
インタフェースが、weblogic.deploy.api.WebLogicDeploymentFactory
で拡張されています。この拡張には以下のような追加メソッドがあります。
String[] getUris()
: getDeploymentManager
で認識されるURIの配列を戻します。配列の最初のURIは、必ずデフォルトのDeploymentManager
のURI、deployer:WebLogic
です。公開されているURIのみがこの配列で返されます。 String createUri(String protocol, String host, String port)
:引数に基づいて使用に適したURIを戻します。 デプロイメント・ツールではデプロイメント操作を実行するために、DeploymentFactoryManager
クラスに登録されているDeploymentFactory
から取得したDeploymentManager
を割り当てる必要があります。DeploymentManager
には、デプロイメントのためのアプリケーションの構成に加えて、Java EEサーバーへの接続を確立する役割もあります。DeploymentManager
の実装には、DeploymentFactory
を介してアクセスします。
次の項では、DeploymentManager
がサーバー・インスタンスに接続する方法について説明します。
DeploymentManager
を取得するには、DeploymentFactory.getDeploymentManager
メソッドを使用します。このメソッドは、引数としてURI、ユーザーID、およびパスワードを取ります。URIのパターンを以下に示します。
deployer:WebLogic<:host:port>
deployer:WebLogic.remote<:host:port>
deployer:WebLogic.authenticated<:host:port>
管理サーバーに接続する際、URIにはホストとポートを含める必要があります。たとえば、deployer:WebLogic:localhost:7001
のようにします。詳細については、「DeploymentManager URI実装について」を参照してください。
DeploymentManager
の引数に関する情報を以下に示します。
DeploymentManager
を取得する場合は管理サーバーに接続されないため、host:port
を含める必要はありません。たとえば、URIはdeployer:WebLogic
になります。 DeploymentManager
をデプロイメント・ツールで使用する場合、ユーザーIDおよびパスワードの引数は無視されます。 あらゆるDeploymentManager
実装のURIにはDeploymentFactory.getUris()
メソッドを使用してアクセスできます。getUris
はDeploymenFactory
の拡張です。
DeploymentManager
オブジェクトは割当時に指定したURIによって以下のような特性を持ちます。
deployer:WebLogic
: DeploymentManager
は管理サーバーのローカルで動作します。そのため、デプロイメント・セッション中に参照されるファイルはすべて管理サーバーのローカルにあると想定されます。 deployer:WebLogic.remote
: DeploymentManager
は、WebLogic Server管理サーバーのリモートで動作しています。デプロイメント・セッション中に参照されるファイルはすべて管理サーバーのリモートにあると想定され、アップロードが必要になる場合があります。たとえば、配布操作ではアプリケーション・ファイルの管理サーバーへのアップロードが行われます。 deployer:WebLogic.authenticated
:これは内部の公開されていないURIで、すでに認証されていてドメインの管理情報にアクセスできるコンソール・サーブレットなどのアプリケーションで使用できます。DeploymentManager
はWebLogic管理サーバーのローカルで動作します。そのため、デプロイメント・セッション中に参照されるファイルはすべて管理サーバーのローカルにあると想定されます。 アプリケーション・ファイルのアップロードは、WebLogicDeploymentManager method enableFileUploads()
メソッドを使用することによって明示的に行うことができます。
DeploymentManager
は接続されているか、あるいは切断されています。接続されたDeploymentManager
とは、WebLogic Server管理サーバーに接続されていることを意味します。この接続は、接続が明示的に切断されるか失われるまで維持されます。接続が失われた場合、このDeploymentManager
は切断された状態になります。
DeploymentManager
の接続の明示的な切断は、DeploymentManager.release
メソッドを介して行います。DeploymentManager
を再接続するためのメソッドはありません。代わりにデプロイメント・ツールで新しいDeploymentManager
を割り当てる必要があります。
注意: 新しいDeploymentManager を割り当てても、ツール内でDeploymentConfiguration オブジェクトを通じて管理している構成情報には影響しません。 |
DeploymentManager
のほとんどの機能的なコンポーネントは、Java EEデプロイメントAPI仕様に定義されています。しかし、Oracleでは、DeploymentManager
インタフェースを拡張し、既存のWebLogic Serverベースのデプロイメント・ツールが必要とする機能を追加しています。OracleのWebLogic Serverデプロイメント拡張については、「weblogic.deploy.api.spi.WebLogicDeploymentManager」
を参照してください。
JSR-88のプログラミング・モデルは、TargetModuleID
のオブジェクト(TargetModuleID
)とProgressObject
のオブジェクトの使用を中心に展開されています。一般に、対象モジュールはTargetModuleID
のリストで定義されます。おおまかにいって、このリストはデプロイ可能なルート・モジュールおよび下位モジュール・レベルのMBeanに相当します。DeploymentManager
ではTargetModuleID
をそのデプロイメント操作や進捗状況の追跡に利用します。デプロイメント・ツールでは各操作で返されるProgressObject
を介して進捗状況を問い合わせる必要があります。ProgressObject
で操作の完了または失敗が示された場合、その操作が実行されたことになります。
次の項では、WebLogic DeploymentManager
機能の概要を説明します。
WebLogic ServerではDeploymentOptions
引数(weblogic.deploy.api.spi.DeploymentOptions
)を使用できます。この引数では、特定のデプロイメント動作のオーバーライドがサポートされています。この引数にはnull
も指定でき、その場合は標準的な動作になります。このリリースでサポートされているオプションの一部を以下に示します。
(テスト)モード 詳細は、DeploymentOptionsのJavadocを参照してください。
新しいアプリケーションを配布すると、以下の処理が実行されます。
注意: 再配布は、すでにアプリケーション用に構成されたステージング・モードで有効になります。 |
標準のdistribute操作ではバージョンに名前を付けることができません。WebLogicDeploymentManager
では標準が拡張され、アプリケーションに関連するバージョン名を指定できます。
distributeから返されるProgressObject
では、ターゲット・サーバーにアプリケーションが存在している状態を表すTargetModuleID
のリストが提供されます。distributeで使用されるターゲット・オブジェクトは、サポートされている任意のターゲットです。TargetModuleID
では、各ターゲットでアプリケーションのモジュールを利用できるかどうかが表されます。
新しいアプリケーションについては、TargetModuleID
が最上位のAppDeploymentMBean
オブジェクトを表します。TargetModuleID
には、アプリケーション内のモジュールおよびサブモジュールに基づく子TargetModuleID
はありません。これは、基底のMBean
がルートのモジュールのみを表しているためです。既存のアプリケーションについては、TargetModuleID
はDeployableMBean
と、構成にあるすべてのAppDeploymentMBean
およびSubAppDeploymentMBean
に基づいています。
アプリケーションの配布にdistribute(Target[],InputStream,InputStream)
メソッドを使用する場合、パフォーマンスに影響を及ぼすデプロイメントの前に、入力ストリームで表されているアーカイブおよびプランがストリームから一時領域にコピーされます。
標準のstart操作ではルート・モジュールのみがサポートされています。つまり、アプリケーションの全体的な起動のみができます。以下の構成を検討します。
getAvailableModules(ModuleType.EAR)
から返されるTargetModuleID
は次のようになります。
したがって、start(tmid)
ではserverx
上のwebapp1
およびwebapp2
が起動されます。
webapp1
を起動するには、モジュール・レベルでの制御が必要です。モジュール・レベルでの制御を構成するには、TargetModuleID
の階層を次のように手動で作成します。
ModuleType.EAR
,getTarget(serverx));この方法では、TargetModuleID
作成の拡張を使用して、手動で明示的にTargetModuleID
の階層を作成しています。この場合、作成されるTargetModuleID
は次のようになります。
start
操作ではアプリケーションの構成は変更されません。バージョンのサポートがTargetModuleID
に組み込まれていて、それによって特定のバージョンのアプリケーションを起動できます。アプリケーションは通常モードまたは管理(テスト)モードで起動できます。
deploy
操作は、distribute
操作とstart
操作の機能を合わせ持っています。Webアプリケーションは通常モードまたは管理(テスト)モードでデプロイできます。DeploymentOptions
引数を介してアプリケーションのステージングも設定できます。deploy
操作ではTargets
オブジェクトではなくTargetModuleIDs
を使用してターゲット指定するため、モジュール・レベルで構成できます。
deploy
操作では、提供されたTargetModuleID
に基づいてアプリケーションの構成を変更できます。
標準のstop
操作ではルート・モジュールのみがサポートされています。つまり、アプリケーションの全体的な停止のみができます。詳細については、「アプリケーションの起動」を参照してください。
Oracleではバージョンのサポートを提供しており、それによって特定のバージョンのアプリケーションを停止できます。stop
操作ではアプリケーションの構成は変更されません。詳細は、「バージョンのサポート」を参照してください。
標準のundeploy操作では、TargetModuleID
で指定してアプリケーションを構成から削除します。したがって、個々のモジュールをアンデプロイできます。結果としてアプリケーションはターゲットに残りますが、特定のモジュールがターゲットで実際に実行されないように構成されます。モジュール・レベルの制御の詳細は、「アプリケーションの起動」を参照してください。
WebLogicDeploymentManager
はundeployを拡張して、配布されたアプリケーションからファイルを削除できるようにしたものです。これはインプレース再デプロイメントの1つの形態で、Webアプリケーションでのみサポートされ、静的なページの削除を可能にすることを目的としています。詳細は、「バージョンのサポート」を参照してください。
標準の再デプロイメントのサポートはアプリケーション全体にのみ適用され、side-by-sideバージョニングを採用することで中断のないセッション管理を実現しています。WebLogicDeploymentManager
では、redeploy()
メソッドが拡張され、以下のようなサポートが新たに提供されています。
インプレース再デプロイメント方法では、実行中のアプリケーションのデプロイメント・ファイルを、更新されたデプロイメント・ファイルでただちに置き換えます。その方法は次のとおりです。
DeploymentManager
では、JSR-88仕様に基づいてルート・モジュールへの操作が制限されます。モジュール・レベルで制御するには、WebLogicDeploymentManager.createTargetModuleID
を介してモジュール固有のTargetModuleID
階層を手動で構築します。
アプリケーションの新しいバージョンが再デプロイされる場合、古いバージョンは最終的には廃止されてアンデプロイされます。アプリケーションの古いバージョンの廃止には次の2つのポリシーがあります。
注意: 新しいバージョンが管理(テスト)モードの場合、古いバージョンは廃止されません。 |
サイドバイサイド・バージョニングは、JSR-88の再デプロイメント仕様に示されているように、廃止された拡張を提供するために使用されます。サイドバイサイド・バージョニングを使用すると、サービスを中断せずにアプリケーションを最新のクライアントに再デプロイできます。サイドバイサイド・バージョニングのデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』」の「本番環境上のアプリケーションの再デプロイ」を参照してください。
Webアプリケーションは通常モードまたは管理(テスト)モードで起動できます。通常モードは、そのWebアプリケーションがクライアントから完全にアクセス可能であることを示します。管理(テスト)モードは、そのアプリケーションがadmin
チャネルを通してのみリクエストをリスニングすることを示します。管理(テスト)モードはstart
、deploy
、およびredeploy
のWebLogic Server拡張のDeploymentOptions
引数によって指定されます。詳細は、DeploymentOptionsのJavadocを参照してください。
アプリケーションのデプロイメント状態を判断するには、ProgressObjects
を使用します。それらのオブジェクトは、DeploymentTaskRuntimeMBeans.ProgressObjects
に関連付けられており、cancel操作はサポートされますが、stop操作はサポートされません。
ProgessObject
の実装は1つまたは複数のTargetModuleID
に関連付けられます。各TargetModuleIDが、アプリケーションおよびそのアプリケーションと特定のターゲットとの関連付けを表します。任意のProgressObject
の実装にとって、関連付けられたTargetModuleID
が、モニターの対象とするアプリケーションを表します。
ProgressObject
ではデプロイメント・フレームワークとの接続が維持されるため、デプロイメント・ツールに最新のデプロイメントのステータスを提供できます。デプロイメントの状態が実行中から完了または失敗に変化するのは、関係するすべてのTargetModuleID
で個々のデプロイメントが完了したすぐ後です。結果として状態がcompleted
になるのは、TargetModuleID
が正しくデプロイされた場合のみです。
released
の状態は、デプロイ中にDeploymentManager
の接続が切断されたことを意味します。この状態の原因には、手動による解放、ネットワークの停止、または類似する通信障害の場合があります。
サンプル4-2では、ProgressObject
を使用してデプロイメントの完了を待機する方法について示します。
例4-2 デプロイメントの完了を待機するサンプル・コード
tmids
));s
.getValue() == StateType.FAILED.getValue());この項では、オブジェクトをターゲット指定する方法について説明します。
標準のモジュールのタイプはjavax.enterprise.deploy.shared.ModuleType
に定義されています。これが、WebLogic Server固有のモジュールのタイプJMS、JDBC、INTERCEPT、およびCONFIGをサポートするように拡張されています。
JSR-88では、モジュールで参照したり利用したりできる補足的な記述子として二次的な記述子が定義されています。このような記述子はモジュールのルートDConfigBean
と関連付けられることで、Java Beanベースのツールから参照できるようになっています。これらはDConfigBeanRoot
オブジェクトの子プロパティです。二次的記述子はモジュールの構成プロセスで自動的に含められます。
EJBまたはWebアプリケーションには、webservers.xml
記述子を含められます。これが存在する場合、モジュールはセカンダリ記述子としてWebLogic ServerのWebサービス構成用の相当する記述子に自動的に構成されます。デプロイメント・プランにはこのような記述子が、別のモジュールではなくモジュールの一部として含められます。
EJBでのCMPのサポートはRDBMS記述子によって構成されます。RDBMS記述子はweblogic-ejb-jar.xml
記述子内でCMP Bean用に定義されます。RDBMS記述子では、CMP11およびCMP20がサポートされています。RDBMS記述子はEJBモジュールにいくつでも含められます。この種の記述子は、アプリケーションのアーカイブまたは構成領域(approot/plan
)に配置します。この種の記述子は構成プロセスでは作成されませんが、別の記述子と同様、変更されることはあります。RDBMS記述子はデプロイメント・プランでは二次的記述子として扱われます。
JDBCモジュールはアーカイブなしの単一のデプロイメント記述子で記述されます。モジュールがEARの一部の場合、一連のJDBC記述子は構成可能なプロパティとしてweblogic-application.xml
に記述されます。JDBCモジュールはWebLogic Serverおよびクラスタにデプロイできます。JDBC記述子に対する構成の変更は、記述子のオーバーライドとして処理されます。
JDBCモジュールがEARの一部の場合、その構成のオーバーライドはEARの一部としてデプロイメント・プランに組み込まれ、別個のモジュールとしては組み込まれません。
JMSモジュールはアーカイブなしの単一のデプロイメント記述子で記述されます。モジュールがEARの一部の場合、一連のJMS記述子は構成可能なプロパティとしてweblogic-application.xml
に記述されます。JMSモジュールはJMSサーバーにデプロイされます。JMS記述子に対する構成の変更は、記述子のオーバーライドとして処理されます。JMS記述子では「ターゲット指定できるグループ」を識別できます。そうしたグループはデプロイメント処理中にはサブモジュールとして扱われます。
JMSモジュールがEARの一部の場合、その構成のオーバーライドはEARの一部としてデプロイメント・プランに組み込まれ、別個のモジュールとしては組み込まれません。
Interceptモジュールはアーカイブなしの単一のデプロイメント記述子で記述されます。モジュールがEARの一部の場合、一連のIntercept記述子は構成可能なプロパティとしてweblogic-application.xml
に記述されます。InterceptモジュールはWebLogic Serverおよびクラスタにデプロイされます。Intercept記述子に対する構成の変更は、記述子のオーバーライドとして処理されます。
InterceptモジュールがEARの一部の場合、その構成のオーバーライドはEARの一部としてデプロイメント・プランに組み込まれ、別個のモジュールとしては組み込まれません。
Java EEデプロイメントAPI仕様でのターゲットの定義では、ターゲットの種類について特に述べられていません。WebLogic Serverでは、標準モジュールとOracle固有のモジュールのタイプが有効なデプロイメント・ターゲットとしてサポートされています。ターゲットのサポートは、weblogic.deploy.api.spi.WebLogicTarget
クラスおよびweblogic.deploy.api.spi.WebLogicTargetType
クラスによって提供されます。詳細は、「モジュールのタイプ」を参照してください。
TargetModuleID
のオブジェクトではモジュールとそれに関連付けられたターゲットを一意的に識別します。TargetModuleID
は、起動および停止されるモジュールの場所を指定するオブジェクトです。TargetModuleID
を識別するために使用されるオブジェクト名は、次の形式で表されます。
説明:
parent-name
は、このモジュールが含まれるEARの名前。 configured-name
は、このアプリケーションまたはモジュールに対してWebLogic Server構成で使用される名前。 target-name
は、モジュールがターゲット指定されているサーバー、クラスタ、または仮想ホスト。 target-type
は、Target.getDescription
から得られたターゲットについての説明。 TargetModuleID.toString()
はこのオブジェクトの名前を返します。
TargetModuleID
がweblogic.deploy.api.spi.WebLogicTargetModuleID
によって拡張されています。このクラスでは以下の付加機能が提供されます。
getServers
: TargetModuleID
のターゲットに関連付けられたサーバー isOnCluster
: ターゲットがクラスタであるか isOnServer
: ターゲットがサーバーであるか isOnHost
: ターゲットが仮想ホストであるか isOnJMSServer
: ターゲットがJMSサーバーであるか getVersion
: バージョン名 createTargetModuleID
: モジュール固有のターゲットを作成するためのファクトリ WebLogicTargetModuleID
の定義の詳細は、Javadocsを参照してください。
また、WebLogicDeploymentManager
も便利なメソッド群で拡張されています。それらのメソッド群を使用するとTargetModuleID
との連携が容易になります。このようなユーティリティには以下の2つがあります。
filter
: アプリケーション、モジュールおよびバージョンに一致するTargetModuleIDs
のリストを返します getModules
: AppDeploymentMBean
に基づいて、TargetModuleIDs
を作成します TargetModuleID
群にはベースとするアプリケーションに基づく階層関係があります。アプリケーションのルートTargetModuleID
は、EARモジュールまたはスタンドアロン・モジュールを表します。子TargetModuleID
群は、ルート・モジュールの記述子で定義されているモジュール群です。EARの場合、そのEARのapplication.xml
記述子で定義されているモジュールになります。JMSモジュールには、JMSデプロイメント記述子に定義されている子TargetModuleID
(サブモジュール)が存在することもあります。それらは組込みモジュールの子またはルート・モジュールの子の場合があります。したがって、JMSモジュールではアプリケーションのTargetModuleID
には3つのレベルが存在する場合があります。
TargetModuleID
は一般的にはデプロイメント関連の操作、またはDeploymentManager.get*Modules()
メソッド群のうちの1つを介して取得されます。これらの操作では、既存の構成に基づくTargetModuleID
群が提供されます。現在、構成に定義されているよりも限定されたターゲット指定が必要な場合のために、createTargetModuleID
メソッドが用意されています。このメソッドでは、アプリケーション内のモジュールまたはサブモジュールに相当するルートTargetModuleID
が作成されます。作成されたTargetModuleID
は、任意のデプロイメント関連の操作で使用できます。アプリケーションのアーカイブ処理が含まれる操作(deploy()
など)で、こうしたTargetModuleID
の1つを使用すると、アプリケーションが再構成されることがあります。例:
このアプリケーションでは、現在すべてのモジュールがs1
およびs2
で動作するように構成されています。さらに限定されたターゲットを指定するには、デプロイメント・ツールで次のようにします。
myapp
が再構成され、webapp
がs1
でのみ動作するように限定的にターゲット指定されます。新しい構成は次のようになります。
サブモジュールを持つスタンドアロンJMSモジュールのデプロイメントを検討します。このモジュールはsimple-jms.xml
ファイルで定義され、このファイルにサブモジュールsub1
とsub2
が定義されています。この記述子は特定の環境向けに完全に構成されているのでデプロイメント・プランは必要ありませんが、ここで紹介するシナリオはデプロイメント・プランがある場合も同じです。
このモジュールをデプロイするツールでは次の手順が実行されます。
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